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保幼小中連携教育推進事業の概要 

 

幼児教育センター 

 

１ 目 的 

   保幼小中の教職員が目指す子ども像を明確にして、一貫して子どもを育てるという

意識をもち、子どもの育ちや学びの連続性を重視した教育を展開することで、「小１

プロブレム」や「中１ギャップ」を解消し、生きる力の基盤となる「確かな学力」

「豊かな心」「健やかな体」を育む。 

 

２ 実施方法 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

各中学校区のめざす子ども像 
教職員間・保護者・地域で共有 
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保幼小中特別支援学校管理職の定期的な会議 
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連携コーデイネーターの配置 


